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1.29社会の中での産科医療

1.29と いう数字を覚えていらつしゃいます力、 6月 に発表された昨年のわが国の合計特殊出生 ′

率のことです。この数字は、「一人の女性が一生涯に産む子供の数」を表しています。世の中の

半数は男性ですので、社会の人口を維持するには合計特殊出生率が最低 2.0である必要がありま

す。平成元年に「1.57シ ョック」と言われましたが、その後も低下傾向は止まらず、ついに 1.3′

を下回るようになりました。もはや諦めのムードが漂つていて、マスコミ的には大きな話題とは′
なりませんでしたが、社会の行く末は少子化の多

1.29の原因は複合的な要素が考えられますが、

じなくなつたことが挙げられるでしょう。戦後C

活躍の場が広がりましたが、その反面専業主婦への評価は低く、育児中の女性に対する社会制度 ′
や配慮もまだまだといわざるを得ません。また、女性の育児への自信のなさも 1.29に貢献して

′
いると考えられます。このような少産の時代だカ

したいものです。私たち社会保険中央総合病院α

と連携を取りながら、新しい病院産科医療の姿を

昨今、「安全で快適なお産」を求める声が医療

力は必要ですが、「お産は楽だったがそのあとの

産は楽しいことではあつても、決して楽なものではありません。考え下みれば世の母親たちは、′
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てること=自然分娩と母乳栄養」がお母さま方α
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さて、最近の当院での産科医療サービスの一男

として、分娩では母子の安全を目指すことはもた
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診療科紹介

呼吸器内科

内科部長

徳 田

私が平成 3年当院に着任 し呼吸器内科を始めてから早いものでもう13年になります。

規模は小さくとも内容では都内のどの病院にも負けぬ呼吸器内科を創ろうと志 し,こ つこ

つと努力 して参 りました。人員,規模,ほぼゼロに近いところから始めましたが,幸いに

病院内のスタッフの協力,良 き研究仲間,そ して地域医師会の先生方のご支援などに恵ま

れ,市中病院としてはほぼ都内最高レベルに達する事が出来たように思います。患者様の

御紹介,あ るいは研究会などで勉強の機会を与えて頂いた地域の先生方には厚く感謝申し

上げてお ります。この間,近隣で共に呼吸器の診療に携わりつつ情報交換,切磋琢磨 して

きた呼吸器専門医が,こ こ 1, 2年でそれぞれのご事情で新宿を離れられ (樫山先生 :大

久保病院,加藤先生 :厚生年金病院,陶山先生 :河北病院),淋しく思つています。一方そ

のせいもあるのか,最近御紹介患者が増え,入院患者は常時 50名 前後という状況となり

ました。やや実力に余る規模 との懸念もありますが,幸いに若いスタッフの溌刺とした活

動を得,お預かりした患者様については,その人に最も適 した医療を,迅速かつ的確に,

そしてよく説明し納得を得て施行できているかと思います。

都内の有名病院の中には,部長は外来をやるのみで,入院患者はレジデン ト,研修医任

せという病院もあるかのように聞きますが,私は全入院患者についてカンファレンスを週

2回行い,診療方針を討議 し,指示を与え,必要な局面では説明等私自身が行 うよう努め

ています。内科病棟は 3病棟ありますが,当 院の運営方針 として,緊急患者についてはそ

の時空いている病棟に入 ります。その結果 しばしば内科病棟以外にも患者が散らばる事に

なり,呼吸器科としてのまとまった回診は不可能で,全ての患者様に顔出しする事が出来

ないのは残念ですが,内容的には十分御納得 して頂ける医療を展開できていると自負 して

います。最近二段と患者様達のご信頼が厚くなつた事をひしひしと感 じています。

呼吸器疾患はその種類が元来とても多く (腫瘍,感染症,ア レルギー疾患,呼吸不全な

ど),加 えて新 しい疾患が次々と加わり,それらの診断法,治療法も急速に変貌するなど,

最新のレベルを確実に取得 し医療の場に実現して行くのは容易ではありません。そのため

には専門学会での活動もさることながら,地域の先生方の参加を得た研究会活動が不可欠

と考えてお りますも私は 10年あまり前から」R東京総合病院の山口先生と組んで新宿呼

吸器研究会を月例で開催 しておりますが,常にフレッシュな内容であらしめたいと努力 し

皆様のご支持を頂いております。年 2回ほど日経メディカルに掲載されますので,ご存知

の方も多いかと思います。最近 1年間は 「びまん性陰影を呈する疾患」を主題に,癌,感

染症,特殊であるが臨床医として知つておかねばならぬ病気などを検討 してきました。何

よりも自分たちの症例を見つめ直し,自 分たち自身が勉強する会と位置づけています。最

近は若い開業医,ク リニックの先生の御参加も増えてきました。地域の先生方の積極的な

御参加をお待ちしております。
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